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ページ 行 修正前 修正後 

p.2 ↓5 | |  | | ε 
p.2  ↑3 教えないべき 教えざるべき 

p.3  ↓16 (1.1)
式 

| | ε | |  

p.7 囲み ↓4 | |  | |  

p.17 ↑7 シモン・ラプラス（Pierre-Simon Laplace シモン・ド・ラプラス（Pierre-Simon de 
Laplace 

p.18 ↑6 18 世紀数学への迷信 18 世紀数学の迷信 

p.25 囲み ↓15 リューヴィル リュウヴィル 

p.27 囲み ↓7 「統合」 「総合」 

p.34 脚注 (極限値が)   

p.38 ↓1 コーシー列に関する コーシー列という数列に関する 

p.40↑1 同じ符号の実数 , ,…, と , ,…,  同じ符号の実数 , ,…, およびそれと

同じ個数の実数 , ,…,  

p.40 脚注↓1 平均 “平均” 

p.41 ↓1 max         1, … , , 1, … ,     max 1, … ,  

44 ↓1 同じ符号のα１,  同じ符号[で非負]のα１,  

p.45 ↓12 バプティスト・ヨセフ バティスト・ジョセフ 

p.49 ↑13 この重要な級数を性質を この重要な級数の性質を 

p.53 ↓16 ヨセフ・ルイ ジョゼフ・ルイ 

p.54 ↑2 「いたるところ微分可能な連続関数」 「いたるところ微分不能な連続関数」 

p.64 ↓11 単調増加 単調減少 

p.64 ↓13 r は r/i < h となる r は rπ/i < h となる 

p.67 ↑6 （x =－πのとき）
２

φ π ε φ π ε π
２

φ π ε φ π ε  

p.67 ↑3 （x =πのとき）
２

φ π ε φ π ε  
π
２

φ π ε φ π ε  

p.67 脚注  0 
p.68 ↓1 （x =πのとき）

２
φ π ε φ π ε  1

２
φ π ε φ π ε  

p.72↑10 第 3 章 3.1.2 項 第 3 章 3.2.1 項 

p.75 脚注↓3 1  1  



p.77 ↓12 ∆ ｎ ∆  ｎ ∆  

p.77↓18-20 

(3.15a)  ∆  | ∆ |  

(3.15b)   | |  

(3.15c)  ∆  | ∆ |  

p.81↑4 
2 4 11 1 1 1  2 ｋ 4 ｋ 1

ｋ ｋ 1 ｋ 1 1 ｋ 1
p.81↑3 

無限級数において、ｈをまず０に近づけ、

次にｎを無限大とするならば、両者は同じ

値に収束する 

無限級数を考えたとき、後者についてｈ

をまず０に近づけた後に無限和をとると

U =V となる 

p.83 囲み外↓1 ｖｋ
ｋ＝ｎ１

 ｜∑ｋ＝ｎ１
｜ 

p.85↓14 その関数値が その関数値は 

p.85 脚注 2.2.3 項 2.1.3 項 

p.86 ↓7   

p.93↑6 最も近い整数からｘを引いたもの 最も近い整数をｘから引いたもの 

p.95↑12 p.701 p.709 

p.95↑11 

「このような方法」とは、ε-δ論法にほか

ならない。「面倒なことを解きほぐす」と

はε-δ論法で展開して議論することであ

ろう。 

「面倒なことを解きほぐす」とはε-δ論

法で展開するために直観的には明らかな

概念でも等式・不等式に帰着して議論す

ることであろう。 

p.95↑9 論法に伴う 論法が伴う 

p.104↑7 「変数の変化と 変数の変化と 

p.104↑5 ε-δ論法で書けるが ε-δ不等式でも書けるが 

p.105↓1 1 次より高い次数の無限小 (4.2）式での o(h) を h でわったもの 

p.106↑14 数学史通史の通史の教科書 数学史通史の教科書 

p.120↓8 12 12 12 12 
p.122↓1 cos π 0, 12 1 32 cos π 0, 12 1 32 
p.128↓11 

h α 

k β 

p.129↓6 明確されている 明確にされている 

p.133↑5 他変数関数 多変数関数 

p.143 脚注 reichts rechts 

p.153↑3 Mayer Meyer 

p.153↑1 Braubschweig Braunschweig 

p.161↓7-11 吉田耕作・吉本武史の著作は、Weierstrass のものの後に移動する。 
 


